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論文内容の要旨

【目的】

妊娠中毒症に併発する極めてまれな眼底病変として網膜剥離などがみられる乙とは，古くから知られて

いる。乙のような眼底病変は子病あるいは子嫡前症という全身状態の不良な母体に併発する障害であるた

め，症状発現時の眼科的な検査が極めて困難である。そのために現在lといたるまでその発生原因や病態に

ついて詳細で正確な報告がなされる乙とはなかった。

本論文では眼所見を呈した妊娠中毒症症例について，かつてない多数例において眼科的検討を加え，本

疾患の病態把握の確立を目的とした。またその特異な眼底において現在まで注目されたことのない新たな

所見に着目し，乙れを黄色混濁巣と命名し，脈絡膜の局所循環不全との関係について検討した。

【方法】

血管変化以外の網膜脈絡膜に変化を認めた妊娠中毒症患者30 例 (3 1. 1 土 5.4 歳)を対象とした。 うち子

痢をお乙したものは 4 例，播種性血管内凝固症候群をお乙したものは 1 ølJであり， 30例中 4 例は自然，あ

るいは誘発による経腔分娩で， 26例は母体全身症状の悪化胎児仮死などにより帝王切開を施行した。死

産となったものは 3 例であった。

観察された眼底所見を次の 5 要素，網膜出血，綿花様白斑，硬性白斑，葉液性網膜剥離，黄色混濁巣

(仮称， 'Yellowish Opaque Focus) に分類した。それらの所見をその発生機序に基づき，網膜循環障

害，脈絡膜循環障害のふたつに大別し，各妊娠中毒症例の眼底所見を網膜変化を主体とするもの，脈絡膜

変化を主体とするものとに分類した。

各眼底所見および循環障害の型と高血圧症との関連を，収縮期，拡張期血圧を用いて解析し，高血圧性
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網膜症，脈絡膜症との異同について検討した。

乙乙で仮に命名した黄色混濁巣は妊娠中毒症に特異的な脈絡膜循環障害によるものであり，その局所lζ

発生する網膜深層の色調変化であることを証明し，その好発部位，形態，癒痕形成などについて検討を加

えた。

【成績】

網膜循環障害による所見として，綿花様白斑は30例中 12例( 20眼) ，とみられた。網膜出血斑は30例中 14

例 23眼にみられ，網膜内出血，網膜表層出血が混在していた。硬性白斑は30例中 5 例( 7 眼)にみられた。

脈絡膜循環障害による所見として，葉液性網膜剥離は 3明l中 23例( 34眼) ，とみられ，黄色混濁巣は30例中

18例 (28眼) ~とみられた。蛍光眼底造影を行い得た例について，黄色混濁巣は脈絡膜毛細血管の循環障害

による網膜色素上皮の浮腫であり，そこより漏出する惨出液 iとより網膜剥離が続発するものである乙とが

確認され，乙の二者は密接に関連づけられた。

眼底所見は混在し併発する傾向がみられたが，その分布の偏在性より黄色混濁巣，奨液性網膜剥離を主

とする脈絡膜循環障害型( C型) 18例，綿花様白斑を主とする網膜循環障害型( R型) 5 例，および混合

型( R 十 C型) 7 例に大別できた。

綿花様白斑は血圧に相関してみられ，高血圧性網膜症の所見と確認できたが，他の所見は血圧とは関連

がなかった。収縮期血圧においては R型がC型に比べ有意に (p く 0.05 )高く， R型i乙 R 十 C型を加えたも

のも C型に比し有意に (p く 0.05 )高かった。拡張期血圧においては， R 型， R+C型ともに C型に対して

有意に高かった (p く 0.05 ， p く 0.01 )。収縮期血圧 160mmHg未満の 5 例にも C型の変化がみられた。

黄色混濁巣は孤発~散在病巣をとることが多く，黄斑周囲，傍乳頭部，他部の/1頂に好発し，それらの形

態の多くは孤発~散在病巣であり，地図状病巣をもつものもあった。奨液性網膜剥離との合併は28眼中22

眼であった。それらのほとんどは 1 '"'-' 2 週間で奨液性網膜剥離とともに癒痕をのこさず検眼鏡的に消失し

た。脈絡膜萎縮などの明確な癒痕を残したものは長期経過観察例中 3 眼で，それらは地図状の混濁巣を呈

したものであった。永続的視力障害を残したものはなかった。

【総括】

妊娠中毒症にお乙る眼底変化を多数の症例をもとに詳細に検討した。妊娠中毒症における網膜循環障害

は高血圧性変化であり，脈絡膜循環障害は高血圧によるものばかりではなく，妊娠中毒症に特徴的な脈絡

膜循環障害であった。妊娠中毒症の脈絡膜循環障害に特異的にみられる黄色混濁巣は，傍乳頭部などに特

徴的な好発部位をもち，一過性で，多くは癒痕を残さず治癒した。本病変は予後の比較的良好なものであ

ると考えられた。
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論文審査の結果の要旨

妊娠中毒症に併発する眼底病変はその不良な全身状態のために，古くからその存在のみが知られていた

にすぎず，その循環障害としての局面や発生原因，病態について詳細で正確な報告がなされる乙とはなか

っ fこ o

本研究では，眼底所見を呈した妊娠中毒症の多数例に眼科的検討を加え，本疾患の病態把握の確立を目

的としている。 その循環障害が二種類の型に分類され，また黄色混濁巣という新たな所見に着目し，そ

の発生機序を解明している。

観察された眼底所見の各要素はその発生機序に基づき，網膜循環障害，脈絡膜循環障害のふたつに大別

され，各妊娠中毒症例の眼底所見は網膜変化を主体とする型，脈絡膜変化を主体とする型とに分類され，

各眼底所見および循環障害の型からは網膜循環障害は高血圧症と関連し，脈絡膜循環障害は高血圧性変化

ではなく妊娠中毒症に特徴的な血液の性状の変化と脈絡漠構造に基づく変化であると位置づけている。

また初記載された黄色混濁巣は，妊娠中毒症に特異的な脈絡膜循環障害による色素上皮と網膜深層の色

調変化である乙とを証明し，その好発部位，形態，癒痕形成などについてもあきらかにしている。

以上の研究は，妊娠中毒症にお乙る眼底変化としての循環障害の病態を確立したものであり，学位授与

に値するものである。
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